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Chapter 9 Adaptive Band 
Synthesis (ABS)

Adaptive Band Synthesis (ABS)の技法は、周波数帯域の細かい分解能応答
を出力しますが解析点は僅かです。Emは数カ所の周波数点でﾌﾙ解析を行
ない、得られた内部ﾃﾞｰﾀまたはｷｬｯｼｭﾃﾞｰﾀを使って、細かな分解能の周
波数帯域を合成します。

TIP
この技法ではほとんどの場合、処理時間をかなり短縮することができます。

Emはまず入力された周波数帯域を使って、はじめと終わりの周波数で
回路の解析を行います。Em は個別のﾎﾟｲﾝﾄでの解析を続け、各ﾎﾟｲﾝﾄの
解析ﾃﾞｰﾀを格納します。この行程は細かな分解能の応答を合成するのに
十分な内部ﾃﾞｰﾀまたはｷｬｯｼｭﾃﾞｰﾀが生成されるまで続きます。
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周波数帯域の応答が合成されると、emは、その周波数帯域からおよそ
300 のﾃﾞｰﾀﾎﾟｲﾝﾄを出力します。このﾃﾞｰﾀﾎﾟｲﾝﾄは個別の解析ﾎﾟｲﾝﾄと合成
されたﾎﾟｲﾝﾄが混合したものです。この混合ﾃﾞｰﾀを adaptive ﾃﾞｰﾀと呼びま
す。

Emは  ABS 解析では、個別のﾃﾞｰﾀﾎﾟｲﾝﾄで応答ﾃﾞｰﾀを計算する解析部分
に時間をかけます。Adaptive band synthesis が完了すると、全帯域の
adaptive ﾃﾞｰﾀの計算は、その処理時間の比較的少ない時間を使うだけで
す。

ABS Resolution
ABSの分解能は、 adaptive ｽｨｰﾌﾟ を行って得た応答出力の adaptive
ﾃﾞｰﾀﾎﾟｲﾝﾄ間隔を、周波数の単位で表した値です。通常は、1回の
adaptive ｽｨｰﾌﾟの分解能は、emによって、ある周波数帯域におよそ 300 の
ﾃﾞｰﾀﾎﾟｲﾝﾄが出力されます。ﾕｰｻﾞはこの設定を無効にして、お使いになる
周波数帯域により粗い分解能を使ったり、或いはより細かい分解能を使
うことができます。

Analysis Setup ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽの Advanced ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてｵｰﾌﾟﾝされる
Advanced Options ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽを使うと、 ABS 解析に手入力で値を入力す
ることができます。次の手順で分解能を入力します。 Project editorのﾒﾆｭｰ
から Analysis ⇒ Setup を選択すると、Analysis Setup ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽがｵｰﾌﾟﾝ
します。Advanced Options ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽの ABS Resolution欄にある
Manual ﾗｼﾞｵﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸし、隣のﾃｷｽﾄ入力ﾎﾞｯｸｽの中に所望の分解能を入
力します。これらのﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽについての詳細は、project editorの
ｵﾝﾗｲﾝﾍﾙﾌﾟをご覧ください。

ABSの分解能を得るために手入力での設定を行う時に知っておくべきこ
とがいくつかあります。 Coarse ( 粗い )分解能は、解析時間を短くしませ
ん。解法に “合った ”合理的な多項式が見つかると、 adaptive ﾃﾞｰﾀの計算
にはあまり時間がかかりません。本当に粗い分解能は、 ABS のｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ
が必要とされる個別の周波数で解析できないので、よくない結果をもた
らしてしまうかもしれません。  Fine ( 細かい )分解能は、その周波数帯
域の周波数ﾎﾟｲﾝﾄの数が約 1,000から 3,000 ﾎﾟｲﾝﾄより多くなければ、解
析時間は遅くなりません。最低で 50 ﾎﾟｲﾝﾄから 2,000 ﾎﾟｲﾝﾄ以下のｽﾃｯﾌﾟ
が推奨値です。



Chapter 9  Adaptive Band Synthesis (ABS)

143

Q-Factor Accuracy
Project editor の Advanced Options ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽで Q ﾌｧｸﾀの解析の実行
ｵﾌﾟｼｮﾝが使えます (Analysis ⇒ Setupを選択し、次に Analysis 
Setup ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽの Advanced ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします )。このｵﾌﾟｼｮﾝを選択す
ると、収束の判断基準としての解析の  Q ﾌｧｸﾀを含むことによって、 ABS
の収束がより正確になります。これは ABS使用時に Q ﾌｧｸﾀの結果に高精
度を保証するために使います。 Q ﾌｧｸﾀは次のように定義されます。

この結果は ABS ｽｨｰﾌﾟによって、より高い精度となりますが、この精度
は、解析結果が収束するように、より多くの周波数点を計算することに
よって得られます。

Running an Adaptive Sweep
Adaptive Band Synthesisの技法を使って解析を実行するには、次のように行いま
す。

1 Project editorの中でﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｵｰﾌﾟﾝします。

Ynnimag( ) Ynnreal( )⁄
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2 Project editorのﾒｲﾝﾒﾆｭｰから Analysis ⇒ Setupを選択します。

Analysis Setup ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが画面に表示されます。解析ｺﾝﾄﾛｰﾙのﾃﾞﾌｫﾙﾄが
Adaptive Sweepなので adaptive ｽｲｰﾌﾟが既に選択されています。

3 必要であれば Analysis Control ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾘｽﾄから Adaptive Sweep (ABS)を選
択します。

これで、解析に ABS の技法が使われます。

4 Start と Stop ﾃｷｽﾄ入力ﾎﾞｯｸｽの中に所望の周波数帯域を入力します。

これで ABS解析を実行したい周波数帯域が定義されます。ｽﾃｯﾌﾟｻｲｽﾞは解析中に
emによって自動的に設定されます。 ABSの分解能がどのように決定されるかに
ついては 142 ﾍﾟｰｼﾞの記述をご覧ください。

5 OK ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてこのﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽをｸﾛｰｽﾞし変更事項を適用します。

6 ﾒﾆｭｰから File ⇒ Saveを選択するか、或いはﾂｰﾙﾊﾞｰの  Save ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸし
てこのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを保存します。

解析する前にﾌｧｲﾙを保存する必要があります。
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7 ﾒﾆｭｰから Project ⇒ Analyze を選択するか、或いはﾂｰﾙﾊﾞｰの Analyze ﾎﾞﾀﾝ
をｸﾘｯｸしてこのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを保存します。

Emはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで adaptive ｽｨｰﾌﾟを実行します。解析ﾓﾆﾀｰが画面に表示さ
れ、adaptive ｽｨｰﾌﾟの過程を表示します。

Adaptive ｽｨｰﾌﾟは Frequency Sweep Combinations 解析ｺﾝﾄﾛｰﾙの中でも指定
できます。これは adaptive ｽｨｰﾌﾟと他の種類のｽｨｰﾌﾟを混合することがで
きます。この詳細については、project editorのｵﾝﾗｲﾝﾍﾙﾌﾟの “Frequency 
Sweep Combinations”の項をご覧ください。

ABS Caching Level
3つのﾚﾍﾞﾙの ABS ｷｬｯｼﾝｸﾞが使用可能です。 None、 Stop/Restart、 Multi-
Sweep plus Stop/Restartです。 ABS ｷｬｯｼﾝｸﾞのﾚﾍﾞﾙの選択は、 Advanced 
Options ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽから行ないます。 Advanced Options ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽに
ｱｸｾｽするには、 project editorのﾒｲﾝﾒﾆｭｰから Analysis ⇒ Setup を選択し、次
に表示される Analysis Setup ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽの Advanced ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。
ﾃﾞﾌｫﾙﾄでは Stop/Restartが指定されています。

Stop/Restart は解析の間にｷｬｯｼｭﾃﾞｰﾀを保持します。いったん adaptive ﾃﾞｰﾀ
が計算されると、ｷｬｯｼｭﾃﾞｰﾀはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄから削除されます。この設定は、
adaptive ﾃﾞｰﾀが合成される前に解析が停止されたり、中断された場合に備
えたものです。ですから、それまでにつくられた内部ﾃﾞｰﾀを失うことは
ありません。

Multi-Sweep with Stop/Restart はすべての解析のｼﾞｮﾌﾞの実行において、計
算されたすべての ｷｬｯｼｭﾃﾞｰﾀをﾕｰｻﾞのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに保持します。更に、
ｷｬｯｼｭﾃﾞｰﾀは ABS ﾀｲﾌﾟでないｽｨｰﾌﾟに対しても計算され、保存されます。
このｵﾌﾟｼｮﾝはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの次の ABS 解析の処理時間を減らしますが、ABS 
でないｽｨｰﾌﾟではﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは容量が大きくなります。ｷｬｯｼｭﾃﾞｰﾀを有効に
保つために知っておかなくてはならない、ｻﾌﾞｾｸｼｮﾝについてのいくつか
の事柄があります。  Multi-Sweep ｷｬｯｼｭの選択についての詳細は 146 ﾍﾟｰｼﾞ
の “Multiple ABS Sweeps and Subsectioning” をご覧ください。
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3つめの ABS ｷｬｯｼﾝｸﾞの設定は Noneです。これを設定するとｷｬｯｼｭﾃﾞｰﾀは
保存されません。これはﾃﾞｨｽｸｽﾍﾟｰｽ上に制限がある場合にのみ使用して
ください。

! WARNING
ABSｷｬｯｼﾝｸﾞのﾚﾍﾞﾙにNoneを選択し、 adaptiveﾃﾞｰﾀが計算される前にABS
ｽｨｰﾌﾟが停止された場合は、初めからこの解析を開始しなくてはなりま
せん。解析に費やされた処理時間は無駄となります。

Multiple ABS Sweeps and Subsectioning

1 つのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで複数の ABS ｽｨｰﾌﾟを実行する必要がある場合は、回路
を解析するたびにｷｬｯｼﾝｸﾞﾃﾞｰﾀを再計算しなくてはならないことを避け
るために、ABS ｷｬｯｼﾝｸﾞに Multiple ｽｨｰﾌﾟを設定することが重要です。し
かし、ｷｬｯｼﾝｸﾞﾃﾞｰﾀの有効性を保つためには、回路のｻﾌﾞｾｸｼｮﾝも同じ状
態のままにする必要があることを知っておいてください。ｻﾌﾞｾｸｼｮﾝの
ｺﾝﾄﾛｰﾙは  Advanced Subsectioning Controls を使用する必要がありますが、
これは project editorのﾒｲﾝﾒﾆｭｰから Analysis ⇒ Advanced Subsectioning を
選択すると表示されます。

TIP
回路の応答ﾃﾞｰﾀを得る最も効果的な方法は、所望の周波数帯域全体に
渡って、１回だけ ABS ｽｨｰﾌﾟを実行することです。

解析ｴﾝｼﾞﾝ、emはｻﾌﾞｾｸｼｮﾝを行なう時の周波数を使って、  Maximum 
ｻﾌﾞｾｸｼｮﾝｻｲｽﾞの設定で使用される波長を計算します。ｻﾌﾞｾｸｼｮﾝを行なう
時の周波数の決定に使用されるﾃﾞﾌｫﾙﾄの設定は現在の解析ｼﾞｮﾌﾞから得
た最高周波数を使います。異なる周波数帯域でMultiple ｽｨｰﾌﾟ を実行す
る場合は、1つの実行からのｷｬｯｼｭﾃﾞｰﾀは、次の実行では無効になります
が、これはｻﾌﾞｾｸｼｮﾝの周波数が異なるからです。これを避けるために
Previous Analysis Onlyを選択すべきです。このｵﾌﾟｼｮﾝは、このﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのそ
れまでのすべての解析ｼﾞｮﾌﾞで実行した最高周波数を使用します。この場合、ま
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ず周波数帯域の上限で解析し、また、使用されているｻﾌﾞｾｸｼｮﾝの周波数がその回
路に適切なｻﾌﾞｾｸｼｮﾝを施しているかどうか、よく注意する必要があります。
ｻﾌﾞｾｸｼｮﾝについての詳細は、第 4章の “Subsectioning”をご覧ください。

ｻﾌﾞｾｸｼｮﾝの周波数を変えないようにしておくもう１つの方法は、ｻﾌﾞｾｸｼｮﾝの周波
数に  Fixed Frequency ｵﾌﾟｼｮﾝを選択し、所望の周波数を入力します。この方法
でﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのすべての解析の実行が必ず同じｻﾌﾞｾｸｼｮﾝの周波数を使用すること
になります。これもまた、入力されたｻﾌﾞｾｸｼｮﾝの周波数で所望の精度が得られる
ように注意する必要があります。

Multi-Sweep Caching Scenarios

解析ｴﾝｼﾞﾝは、常に現在の解析と整合の取れたﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ内にある既存のﾃﾞｰﾀを使
用しようとします。以下に ABS ｷｬｯｼﾝｸﾞﾚﾍﾞﾙが  Stop/Restart で、Multiple ｽｨｰﾌﾟに
設定された時の ABS 解析について、またﾃﾞｰﾀの整合性がどう維持されるかにつ
いても、いくつか共通点を述べます。   

同じ周波数帯域で、より高い或いは低い周波数ﾎﾟｲﾝﾄを用いる : 以下の例
題では、前の ABS 解析と同じ周波数帯で ABS 解析を行なっていますが、今回は
それより高いか低い周波数ﾎﾟｲﾝﾄで行ないます。2つめの解析でｷｬｯｼﾝｸﾞﾃﾞｰﾀを有
効にするために、  Advanced Subsectioning controls は、両方の解析の実行で
ｻﾌﾞｾｸｼｮﾝする周波数が同じであるように設定しなくてはなりません。もし、
ｻﾌﾞｾｸｼｮﾝする周波数が同じであれば、2つめの解析は通常、再解析を必要としな
いのでその結果は大変速く出力されるはずです。唯一の例外は周波数ｽﾃｯﾌﾟの差
が非常に大きい場合です。

ｽﾞｰﾑｲﾝ :次の図で示すように、そのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの以前の ABS 解析よりも狭い周波
数帯域で ABS 解析を行なっています。この場合、   ABS 解析ではﾃﾞﾌｫﾙﾄにおよそ
300 ﾃﾞｰﾀﾎﾟｲﾝﾄを設定しているので狭い周波数帯域にわたってより高い分離（周
波数ｽﾃｯﾌﾟ）になります。 2つめの解析でｷｬｯｼﾝｸﾞﾃﾞｰﾀを有効にするために、
Advanced Subsectioning controls は、両方の解析の実行でｻﾌﾞｾｸｼｮﾝする周波数が同

Frequency Band 10 - 40 GHz

1st ABS analysis: 10, 10.1, 10.2, 10. 3 ... 39.8, 39.9, 40

2nd ABS analysis: 10, 10.05, 10.1, 10.15, 10.2 ... 39.85, 39.9, 39.95, 40
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じであるように設定しなくてはなりません。もしｻﾌﾞｾｸｼｮﾝする周波数が同じであ
れば、2つめの解析は再解析を必要としないのでその結果は大変速く出力される
はずです。

周波数帯域を拡げる :以下の図のように、このﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの以前の ABS 解
析と重なり合う ABS 解析を行なっています。前の解析と重なりあってい
ない周波数の拡張部で同じ計算が行われる必要がありますが、2つの解
析で重なっている部分のｷｬｯｼﾝｸﾞﾃﾞｰﾀは再利用されます。 2つめの解析で
ｷｬｯｼﾝｸﾞﾃﾞｰﾀを有効にするために、  Advanced Subsectioning controls は、両方の解析
の実行でｻﾌﾞｾｸｼｮﾝする周波数が同じであるように設定しなくてはなりません。

精度の保証 : ABS 解析のある特定のﾃﾞｰﾀﾎﾟｲﾝﾄをﾁｪｯｸし、また特定の周波
数ﾎﾟｲﾝﾄで必ず計算が完全に行われるようにしたい場合は、  Linear ｽｨｰﾌﾟ
を選択すべきです。この解析は Multiple ｽｨｰﾌﾟが ABS ｷｬｯｼﾝｸﾞﾃﾞｰﾀに選択
されるとｷｬｯｼﾝｸﾞﾃﾞｰﾀを計算しますが、解析結果を生成する時には
ｷｬｯｼﾝｸﾞﾃﾞｰﾀを使用しません。

10 GHz 30 GHz

25 GHz15 GHz Frequency band of 2nd ABS analysis

Frequency band of 1st ABS analysis

30 - 50 GHz

Overlap

40 - 60 GHz

Frequency band of 1st ABS analysis

Frequency band of 2nd ABS analysis
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Find Minimum and Find Maximum
Find Minimum は回路の応答が最小値に到達する周波数を決定します。
Find Maximum は回路の応答が最大値に到達する周波数を決定します。
Start 及び Stop ﾃｷｽﾄ入力ﾎﾞｯｸｽの中に、それぞれ、開始する周波数と終了
する周波数を入力し、最小値或いは最大値に決めたいﾊﾟﾗﾒｰﾀを選択しま
す。Emはその周波数帯域で ABS 解析を実行し、adaptive ﾃﾞｰﾀを使って
応答が最小値或いは最大値に到達する周波数を決定します。

Find Minimum と Find Maximum の両ｺﾏﾝﾄﾞは、  Frequency Sweep 
Combinations 解析ｺﾝﾄﾛｰﾙの中で使用できます。詳細については、project
editor のｵﾝﾗｲﾝﾍﾙﾌﾟの “Frequency Sweep Combinations” の項目をご覧くださ
い。

Parameter Sweep
ﾊﾟﾗﾒｰﾀｽｨｰﾌﾟに、 linear ｽｨｰﾌﾟか adaptive ｽｨｰﾌﾟを選択することができます。
Parameter Sweep Entry ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽの中で、ﾊﾟﾗﾒｰﾀｽｨｰﾌﾟに adaptive ｽｨｰﾌﾟ
を選択します。ﾊﾟﾗﾒｰﾀｽｨｰﾌﾟについての詳しい情報は、164 ﾍﾟｰｼﾞの
"Parameter Sweep"をご覧ください。

以下の例題は、ﾕｰｻﾞが既に回路にﾊﾟﾗﾒｰﾀ “Width” を定義していることを
仮定しています。ﾊﾟﾗﾒｰﾀの入力については、156 ﾍﾟｰｼﾞの "Parameters"を
ご覧ください。

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｽｨｰﾌﾟに ABSを選択するには、次のように行います。

1 Project editorのﾒｲﾝﾒﾆｭｰから Analysis ⇒ Setup を選択します。

Analysis Setup ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが画面に表示されます。
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2 Analysis Control ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾘｽﾄから Parameter Sweep を選択します。

ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが更新されて parameter ｽｨｰﾌﾟを選択できるようになります。

3 Parameter Sweep ﾘｽﾄﾎﾞｯｸｽの右にある Add ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。

Parameter Sweep Entry ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが画面に表示されます。ﾃﾞﾌｫﾙﾄの
frequency specification は linear ｽｨｰﾌﾟになっています。
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4 Perform Adaptive Sweep (ABS) のﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽをｸﾘｯｸし、 adaptive frequency 
ｽｨｰﾌﾟを選択します。

ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが変わり、 Start と Stop ﾃｷｽﾄ入力ﾎﾞｯｸｽのみが表示されます。

5 ABS解析を行う周波数帯域を Start 及び Stop ﾃｷｽﾄ入力ﾎﾞｯｸｽに入力しま
す。

これでﾊﾟﾗﾒｰﾀｽｨｰﾌﾟを行うための ABS 周波数ｽｨｰﾌﾟの設定は終了します。
このﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽをｸﾛｰｽﾞする前に、ﾊﾟﾗﾒｰﾀｽｨｰﾌﾟで使用したいﾊﾟﾗﾒｰﾀを
選択し、そのﾃﾞｰﾀ範囲を入力する必要があります。

Analysis Issues
ABSの技法を使用する前に知っておくべきいくつかのことがあります。
それを以下に述べます。

Multiple Box Resonances

ABS解析は複数のﾎﾞｯｸｽ共振のある回路では、収束するのが困難です。
Adaptive ｽｨｰﾌﾟを行う周波数帯域には複数のﾎﾞｯｸｽ共振を含むべきではあ
りません。複数のﾎﾞｯｸｽ共振が存在する場合、個別の解析の数は大変な数
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となり、ﾃﾞｰﾀの合成は大変難しくなります。ﾎﾞｯｸｽ共振の見つけ方につい
ては、第 24章 “Package Resonances”をご覧ください。

De-embedding

ABS解析から得られた adaptive ﾃﾞｰﾀはﾃﾞｨｴﾝﾍﾞｯﾃﾞｨﾝｸﾞされるか、されない
かのどちらかです。他の種類の解析では、  de-embedding ｵﾌﾟｼｮﾝが
( ﾃﾞﾌｫﾙﾄで ) 使用可能ですので、ﾃﾞｨｴﾝﾍﾞｯﾃﾞｨﾝｸﾞされたﾃﾞｰﾀもされない
ﾃﾞｰﾀも両方が計算されて、表示したり出力することができます。しかし
これは  adaptive ｽｨｰﾌﾟではできません。

Adaptive ｽｨｰﾌﾟでは、ﾃﾞｨｴﾝﾍﾞｯﾃﾞｨﾝｸﾞが使用可能でこのｽｨｰﾌﾟを実行する
場合、ﾃﾞｨｴﾝﾍﾞｯﾃﾞｨﾝｸﾞされたﾃﾞｰﾀは全帯域で得られます。
ﾃﾞｨｴﾝﾍﾞｯﾃﾞｨﾝｸﾞされないﾃﾞｰﾀは、応答を合成している間に解析が実行さ
れる個別のﾃﾞｰﾀﾎﾟｲﾝﾄでのみ得られます。

周波数帯域全体にﾃﾞｨｴﾝﾍﾞｯﾃﾞｨﾝｸﾞされないﾃﾞｰﾀを得たい場合は、de-
embed ｵﾌﾟｼｮﾝを使用不可にして、  adaptive ｽｨｰﾌﾟしなくてはなりません。
ﾒｲﾝﾒﾆｭｰから Analysis ⇒ Setup を選択して Analysis Setup ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽを
ｵｰﾌﾟﾝし、次に Advanced ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして Advanced Options ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽ
をｵｰﾌﾟﾝします。  De-embed ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽをｸﾘｯｸして、ﾃﾞｨｴﾝﾍﾞｯﾃﾞｨﾝｸﾞを使用
不可にします。これらのﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽについての詳細は、project editorの
ｵﾝﾗｲﾝﾍﾙﾌﾟをご覧ください。

ﾃﾞｨｴﾝﾍﾞｯﾃﾞｨﾝｸﾞについての詳細は 7章の “De-embedding”と第 8章の
“De-embedding Guidelines”をご覧ください。

Transmission Line Parameters

ﾃﾞｨｴﾝﾍﾞｯﾃﾞｨﾝｸﾞの行程では、emは伝送線路のﾊﾟﾗﾒｰﾀ  Z0と Eeffも計算し
ます。  ABS 解析の実行中は、これらのﾊﾟﾗﾒｰﾀは解析が実行されている個
別のﾃﾞｰﾀﾎﾟｲﾝﾄのために算出されていることにご注意ください。より多
くのﾃﾞｰﾀﾎﾟｲﾝﾄで伝送線路のﾊﾟﾗﾒｰﾀが必要な時は、ABS でない解析を使
用して回路を解析してください。
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Current Density Data

Analysis Setupﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽで Compute Current Densityｵﾌﾟｼｮﾝが使用可能と
設定されている時に、回路の電流密度ﾃﾞｰﾀが計算されます。ABSでない
解析では、電流密度ﾃﾞｰﾀはすべての応答ﾃﾞｰﾀについて計算されます。
Adaptive ｽｨｰﾌﾟでは、電流密度ﾃﾞｰﾀは個別のﾃﾞｰﾀﾎﾟｲﾝﾄにのみ計算されるので、
current density  viewer のﾌﾟﾛｯﾄは周波数帯域には粗い周波数ﾎﾟｲﾝﾄとなってしまい
ます。

指定した周波数帯域でより多くのﾎﾟｲﾝﾄで電流密度ﾃﾞｰﾀを計算したい場合は、
Compute Current Density ｵﾌﾟｼｮﾝを使用可能に設定し、該当のﾎﾟｲﾝﾄで ABS でない解
析を実行します。

Compute Current Density ｵﾌﾟｼｮﾝについての詳細は、 project editorのｵﾝﾗｲﾝﾍﾙﾌﾟの
“Analysis ⇒ Setup”をご覧ください。

Ripple in ABS S-Parameters

周波数帯域全体に渡って、 S ﾊﾟﾗﾒｰﾀの値が 1 (0 dB) に近い値の時は、S ﾊﾟﾗﾒｰﾀの値
に小さなﾘｯﾌﾟﾙ、または変動があるかもしれません。これは合理的な適合ﾓﾃﾞﾙが
直線に適合しようとする時に、あまりにも多くの自由度を持つために起こりま
す。これが問題となっている場合は、別の種類のｽｨｰﾌﾟでこの減少が起こる周波
数帯域を解析することをお勧めします。

Output Files

Project editorのﾒｲﾝﾒﾆｭｰで Analysis ⇒ Output Files を選択して表示される Output 
Files ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽの中で、追加の出力ﾌｧｲﾙを指定します。適切なﾎﾞﾀﾝを
ｸﾘｯｸして、それに相当するﾌｧｲﾙのｴﾝﾄﾘｰﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽをｵｰﾌﾟﾝします。各
ｴﾝﾄﾘｰﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽには ABSに適切なｵﾌﾟｼｮﾝが用意されています。

Response File

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにｵﾌﾟｼｮﾝの出力ﾌｧｲﾙ (output file) を指定する時は、 adaptive ｽｨｰﾌﾟから得
る出力に対してどの種類のﾃﾞｰﾀを指定するかを指定します。ﾃﾞｰﾀの選択は
Response File Entry ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽの Include Adaptive Data ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽでｺﾝﾄﾛｰﾙされま
す。この ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽが選択されていると ( ﾃﾞﾌｫﾙﾄでは選択されています )、ABS
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解析から得られる adaptive ﾃﾞｰﾀのすべてが出力ﾌｧｲﾙに含まれます。この
ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽにﾁｪｯｸﾏｰｸが入っていないと、個別のﾃﾞｰﾀﾎﾟｲﾝﾄのﾃﾞｰﾀだけが出力ﾌｧｲﾙ
に含まれます。この ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽはﾁｪｯｸされたままにしておくことをお勧めしま
す。

Viewing the Adaptive Response
Response viewerで、 adaptive 応答 (ABS) を見る時に、知っておくべきこと
があります。 Adaptive ﾃﾞｰﾀは、一本の線でﾌﾟﾛｯﾄされます。ﾃﾞｰﾀﾎﾟｲﾝﾄを
示すｼﾝﾎﾞﾙは、以下に示すように、解析が実行された個別の周波数にの
み表示されます。

ﾃﾞｰﾀをｴｸｽﾎﾟｰﾄする時は、ABS解析か個別の周波数のみ出力するか、或
いは完全な応答ﾃﾞｰﾀに出力するかを選択します。個別の周波数ﾃﾞｰﾀのみ
出力するには、response viewerの Export Data ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽの中の
IncludeAdaptive Data ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽにﾁｪｯｸﾏｰｸを入れないでください。詳細に
ついては、response viewerのｵﾝﾗｲﾝﾍﾙﾌﾟをご覧ください。

Discrete Data Point


